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】 

 

          （以下
い か

、「利用者
りようしゃ

」といいます。）と社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

福
ふく

角会
ずみかい

（以下
い か

、「事
じ

業 者
ぎょうしゃ

」といいます。）は、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が利用者
りようしゃ

に対して
たい   

行う
おこな 

相談
そうだん

支援
しえん

について、次
つぎ

のとおり

契約
けいやく

（以下
い か

、「本契約
ほんけいやく

」といいます。）を締結
ていけつ

します。 

 

 

（契約
けいやく

の目的
もくてき

） 

第
だい

 １ 条
じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

の趣旨
しゅし

に従い
したがい

、利用者
りようしゃ

の意思
い し

及び
およ  

人格
じんかく

を

尊 重
そんちょう

してサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

を作成
さくせい

し、適切
てきせつ

な障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の

提 供
ていきょう

が確保
かくほ

されるようサービス
さ ー び す

提供事
ていきょうじ

業 者
ぎょうしゃ

との連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

を行う
おこな 

等
など

、

利用者
りようしゃ

の立場
たちば

に立った
た   

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

を適切
てきせつ

に提 供
ていきょう

する事
こと

を定
さだ

めます。 

 

（契約
けいやく

期間
きかん

） 

第
だい

 ２ 条
じょう

 本契約
ほんけいやく

の契約
けいやく

期間
きかん

は、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

の認定
にんてい

期間
きかん

に記載
きさい

されている期間
きかん

とします。本契約
ほんけいやく

期間
きかん

満 了
まんりょう

日
び

以前
いぜん

に利用者
りようしゃ

が障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

の変更
へんこう

を受け
う け

、支給
しきゅう

有効
ゆうこう

期間
きかん

の満 了
まんりょう

日
び

が変更
へんこう

された 場
じょう

合
ごう

には、変更後
へんこうご

の

支給
しきゅう

有効
ゆうこう

期間
きかん

の満 了
まんりょう

日
び

までに本契約
ほんけいやく

は自動的
じどうてき

に同じ
おなじ

内容
ないよう

で更新
こうしん

されるもの

とします。契約
けいやく

期間
きかん

満了後
まんりょうご

、同じ
おなじ

内容
ないよう

で契約
けいやく

を行う
おこなう

場合
ばあい

には、自動的
じどうてき

に同じ
おなじ

内容
ないよう

で更新
こうしん

されるものとします。 

 

     

（サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

作成
さくせい

の支援
しえん

） 

第
だい

 ３ 条
じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

にサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

に関する
か ん   

業務
ぎょうむ

を担当
たんとう

させるものとします。 

２ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、利用者
りようしゃ

に対して
たい    

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の提 供
ていきょう

方法
ほうほう

等
とう

につい

て理解
りかい

しやすいように説明
せつめい

し、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

作成
さくせい

の意向
いこう

を確認
かくにん

します。 

    ３ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、利用者
りようしゃ

の居宅
きょたく

を訪問
ほうもん

し、面接
めんせつ

によるアセスメント
あ せ す め ん と

を

実施
じっし

するとともに、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関する
かん    

相談
そうだん

に応じます
おう     

。 

    ４ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

開始
かいし

にあたって、当該
とうがい

地域
ちいき

における指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
さ ー び す じ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

に関する
か ん   

サービス
さ ー び す

の内容
ないよう

、利用料
りようりょう

等
とう

の情 報
じょうほう

を適正
てきせい

に利用者
りようしゃ

及び
およ  

その家族
かぞく

に提 供
ていきょう

し、利用者
りようしゃ

にサービス
さ ー び す

の選択
せんたく

を求
もと

めるものとします。 

 

    ５ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

の 状 況
じょうきょう

、その置かれて
お    

いる環 境
かんきょう

等
とう

に

応じて
お う   

、利用者
りようしゃ

及
およ

び障害児
しょうがいじ

の保護者
ほ ご し ゃ

（以下
い か

、「利用者
りようしゃ

等
とう

」といいます。）の選択
せんたく

に基づき
もと   

、適切
てきせつ

な保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

、就 労
しゅうろう

支援
しえん

、教 育
きょういく

等
とう

のサービス
さ ー び す

（以下
い か

、



「福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

」といいます。）が多様
たよう

な事
じ

業 者
ぎょうしゃ

から、総合的
そうごうてき

かつ効率的
こうりつてき

に

提 供
ていきょう

されるように配慮
はいりょ

します
 

。 

    ６ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、利用者
りようしゃ

及び
およ  

その家族
かぞく

の置
お

かれた 状 況
じょうきょう

等
とう

を考慮
こうりょ

して、

利用者
りようしゃ

に提 供
ていきょう

されるサービス
さ ー び す

の目 標
もくひょう

、その達成
たっせい

時期
じ き

、サービス
さ ー び す

を提 供
ていきょう

する

上
うえ

での留意点
りゅういてん

等
など

を盛り込んだ
も  こ   

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の原案
げんあん

を作成
さくせい

します。

市町
しちょう

の支給
しきゅう

決定後
けっていご

、サービス
さ ー び す

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

を開催
かいさい

し、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の

原案
げんあん

内容
ないよう

について意見
いけん

を聴 取
ちょうしゅ

します。 

    ７ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、前項
ぜんこう

で意見
いけん

を聴 取
ちょうしゅ

し作成
さくせい

したサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の

原案
げんあん

に基づいてサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

を作成
さくせい

します。内容
ないよう

ついて利用者
りようしゃ

及
およ

びそ

の家族
かぞく

に説明
せつめい

し、利用者
りようしゃ

の同意
どうい

を受けます
う    

。 

    ８ サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

を利用者
りようしゃ

及び
およ  

利用
りよう

サービス事
さ ー び す じ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

の担当者
たんとうしゃ

に交付
こうふ

するとともに、当該
とうがい

市町
しちょう

へ写し
うつ  

を提 出
ていしゅつ

します。 

 

（サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

作成後
さくせいご

の便宜
べんぎ

の供与
きょうよ

） 

第
だい

 ４ 条
じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

作成後
さくせいご

、次
つぎ

の各号
かくごう

に定める
さ だ   

事項
じこう

を相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

に担当
たんとう

させます。 

     １ 訪問
ほうもん

等
とう

により、利用者
りようしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

等
とう

と継続的
けいぞくてき

に連絡
れんらく

を取り
と  

、経過
けいか

の把握
はあく

努めます
つと     

。 

２   サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の 目 標
もくひょう

に沿って
そ   

、サービス
さ ー び す

が 提 供
ていきょう

される福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の事業
じぎょう

者
しゃ

等
とう

との連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

を行います
おこな    

。  

３  利用者
りようしゃ

の状 態
じょうたい

について定期的
ていきてき

に再評価
さいひょうか

を行い
おこな 

、状 態
じょうたい

の変化
へんか

等
とう

に応じて
お う   

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

変更
へんこう

の支援
しえん

、障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

変更
へんこう

申請
しんせい

の支援
しえん

等
とう

の必要
ひつよう

な対応
たいおう

を行います
おこな    

。 

 

（サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の変更
へんこう

） 

第
だい

 ５ 条
じょう

 利用者
りようしゃ

がサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の変更
へんこう

を希望
きぼう

した場合
ばあい

、または事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の変更
へんこう

が必要
ひつよう

と判断
はんだん

した場合
ばあい

は、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

と利用者
りようしゃ

双方
そうほう

の合意
ごうい

に基
もと

づき、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

を変更
へんこう

します。 

 

（相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の交
こう

替
たい

等
とう

） 

第
だい

 ６ 条
じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、必要
ひつよう

に応じ
おうじ

、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

を交
こう

替
たい

させることができます。

但し
ただし

、その場合
ばあい

には、利用者
りようしゃ

に対して
たい   

サービス
さ ー び す

利用上
りようじょう

の不利益
ふ り え き

が生じない
しょう    

よう

十 分
じゅうぶん

に配慮
はいりょ

するものとします。 

２ 利用者
りようしゃ

は、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が任命
にんめい

した相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の交替
こうたい

を希望
きぼう

する場合
ばあい

には、

当該
とうがい

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

が業 務 上
ぎょうむじょう

不適当
ふてきとう

と認められる
みと       

事情
じじょう

その他
  た

交替
こうたい

を希望
きぼう

する理由
りゆう

を明らか
あき   

にして、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に対して
たい   

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の交替
こうたい

を申し出る
もう   で    

こと
 

ができます。 

 



 

（サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

の記録
きろく

及
およ

び開示
かいじ

） 

第
だい

 ７ 条
じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の提 供
ていきょう

に関する
かん    

記録
きろく

をつけることとし、

当該
とうがい

指定
してい

相談
そうだん

支援
しえん

を提 供
ていきょう

した日
ひ

から５年間
 ねんかん

保管
ほかん

します。 

    ２ 利用者
りようしゃ

は、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の営 業
えいぎょう

時間内
じかんない

にその事業所
じぎょうしょ

にて、当該
とうがい

利用者
りようしゃ

に関する
かん    

前項
ぜんこう

のサービス
さ ー び す

実施
じっし

記録
きろく

を閲覧
えつらん

できます。 

    ３ 利用者
りようしゃ

は、当該
とうがい

利用者
りようしゃ

に関する
かん    

第１項
だい  こう

のサービス
さ ー び す

実施
じっし

記録
きろく

の複写物
ふくしゃぶつ

の交付
こうふ

を受ける
う   

ことができます。ただし、複写物
ふくしゃぶつ

に関して
か ん   

は、事業所
じぎょうしょ

は利用者
りようしゃ

に対して
た い   

実費
じっぴ

相当
そうとう

額
がく

を請 求
せいきゅう

できるものとします。 

    ４ 利用者
りようしゃ

または事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が、解約
かいやく

を書面
しょめん

で通知
つうち

し、かつ、利用者
りようしゃ

が希望
きぼう

した場合
ばあい

、

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

及び
および

その実施
じっし

状 況
じょうきょう

に関する
かん      

書面
しょめん

を作成
さくせい

し、

利用者
りようしゃ

に交付
こうふ

します。 

 

（利用者
りようしゃ

負担額
ふたんがく

及
およ

び実費
じっぴ

負担額
ふたんがく

） 

第
だい

 ８ 条
じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は法定
ほうてい

代理
だいり

受 領
じゅりょう

により市町
しちょう

から厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が定
さだ

める基準
きじゅん

額
がく

を受
う

けた場合
ばあい

には利用料
りようりょう

の額
がく

を利用者
りようしゃ

に通知
つうち

します。利用者
りようしゃ

の自己
じ こ

負担
ふたん

はあり

ません。 

２ 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

の希望
きぼう

により法定
ほうてい

代理
だいり

受 領
じゅりょう

を行わない
おこな     

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

を提 供
ていきょう

した際
さい

は、利用者
りようしゃ

より厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が定める
さ だ   

基準
きじゅん

額
がく

をいただきます。 

    ３ 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、第２項
だい こう

に支払い
し は ら  

を受ける
う   

額
がく

のほか、利用者
りようしゃ

の選定
せんてい

により通 常
つうじょう

の

事業
じぎょう

の実施
じっし

地域
ちいき

以外
いがい

の地域
ちいき

において計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

を行う
おこな 

場合
ばあい

は、利用者
りようしゃ

に

対して
た い   

それに要した
よ う   

交通費
こうつうひ

の実費
じっぴ

相当
そうとう

額
がく

を請 求
せいきゅう

できるものとします。 

    ４ 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、第３項
だい こう

の費用
ひよう

の額
がく

に係
かか

るサービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

に当たって
あ   

は、あら

かじめ、利用者
りようしゃ

に対し
たい  

当該
とうがい

サービス
さ ー び す

の内容
ないよう

及び
およ  

費用
ひよう

について説 明
せつめい

を行 い
おこな 

、

利用者
りようしゃ

の同意
どうい

を得ます
え   

。 

    ５ 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、第２項
だい こう

及び
およ  

第３項
だい こう

までの費用
ひよう

の支払い
し は ら  

を受けた
う   

場合
ばあい

は、当該
とうがい

費用
ひよう

に係る
かか  

領 収 書
りょうしゅうしょ

を当該
とうがい

費用
ひよう

を支払った
しはら    

利用者
りようしゃ

に対して
たい   

交付
こうふ

します。 

 

（緊 急
きんきゅう

時
じ

の対応
たいおう

） 

第
だい

 ９ 条
じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

に対する
たい   

指定
してい

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
しえん

の提 供
ていきょう

により事故
じ こ

が発生
はっせい

した場合
ばあい

は、愛媛県
えひめけん

及び
およ  

支給
しきゅう

決定
けってい

をした市町
しちょう

及び
およ  

当該
とうがい

利用者
りようしゃ

の家族
かぞく

等
とう

に連絡
れんらく

を行う
おこな 

とともに、必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講じる
こう   

ものとします。 

 

（虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

） 

第
だい

 10 条
じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、指定
してい

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
しえん

の提 供
ていきょう

にあたり、従
じゅう

業 者 間
ぎょうしゃかん

相互
そうご

におい

て利用者
りようしゃ

に対して
たい   

の虐 待
ぎゃくたい

、拘束
こうそく

等
とう

について防止
ぼうし

するものとします。 



２ 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

の人権
じんけん

の擁護
ようご

、虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

の為
ため

、責任者
せきにんしゃ

を設置
せっち

する等
とう

必要
ひつよう

な体制
たいせい

をとるとともに、 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

に対し
たい  

、研 修
けんしゅう

を実施
じっし

する等
とう

の措置
そ ち

を

講
こう

ずるよう努めます
つと     

。 

 

（秘密
ひみつ

保持
ほ じ

） 

第
だい

 11 条
じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

及び
および

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の使用
しよう

する者
もの

は、サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

す

る上
うえ

で知り得た
し  え  

利用者
りようしゃ

及び
およ  

その家族
かぞく

に関する
かん   

秘密
ひみつ

を正当
せいとう

な理由
りゆう

なく第三者
だいさんしゃ

に

漏らしません
も     

。この守秘
しゅひ

義務
ぎ む

は契約
けいやく

終 了 後
しゅうりょうご

も同様
どうよう

です。 

    ２ 前項
ぜんこう

にかかわらず、利用者
りようしゃ

に係る
かかわ 

サービス
さ ー び す

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

での利用
りよう

など正当
せいとう

な

理由
りゆう

がある場合
ばあい

には、その 情 報
じょうほう

が用いられる
もち      

者
もの

の前項
ぜんこう

の同意
どうい

を書面
しょめん

に

より得た
  え  

上
うえ

で、利用者
りようしゃ

またはその家族
かぞく

等
とう

の個人
こじん

情 報
じょうほう

を用いる
もち    

ことができるも

の
 

とします。 

    ３ 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

であった者
もの

に、業 務 上
ぎょうむじょう

知り得た
し  え  

利用者
りようしゃ

及び
およ  

そ

の家族
かぞく

の秘密
ひみつ

を保持
ほ じ

するため、従事者
じゅうじしゃ

でなくなった後
あと

においてもこれらの秘密
ひみつ

を保持
ほ じ

するべき旨
むね

を 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

との雇用
こよう

契約
けいやく

の内容
ないよう

に含む
ふく  

ものとします。 

 

（契約
けいやく

の 終 了
しゅうりょう

） 

第
だい

 12 条
じょう

  次
つぎ

の事由
じゆう

に該当
がいとう

した場合
ばあい

は、この契約
けいやく

は自動的
じどうてき

に 終 了
しゅうりょう

します。 

    （１）障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス利用
りよう

が終 了
しゅうりょう

及
およ

び利用
りよう

見込
み こ

みの必要性
ひつようせい

が無
な

い場合
ばあい

 

（２）利用者
りようしゃ

が死亡
しぼう

した場合
ばあい

 

（３）事業所
じぎょうしょ

が解散
かいさん

命令
めいれい

を受
う

けた場合
ばあい

、破産
はさん

した場合
ばあい

またはやむを得
え

ない理
り

由
ゆう

に

より事
じ

業
ぎょう

所
しょ

を閉
へい

鎖
さ

した場
ば

合
あい

。 

（４）事業所
じぎょうしょ

が指定
してい

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の指定
してい

を取
と

り消
け

された場合
ばあい

または指定
してい

を

辞退
じたい

した場合
ばあい

。 

（５）第
だい

13 条
じょう

もしくは第
だい

14 条
じょう

に基
もと

づき本契約
ほんけいやく

が解
かい

約
やく

された場合
ばあい

。 

 

（利用者
りようしゃ

からの契約
けいやく

解除
かいじょ

） 

第
だい

 13 条
じょう

  利用者
りようしゃ

は、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に対して
たい   

５日前
いつかまえ

以上
いじょう

の予告
よこく

期間
きかん

をもって書面
しょめん

で通知
つうち

することにより、いつでもこの契約
けいやく

を解約
かいやく

することができます。ただし、次
つぎ

の事由
じゆう

に該当
がいとう

する場合
ばあい

には、文書
ぶんしょ

で通知
つうち

することにより直
ただ

ちにこの契約
けいやく

を

解約
かいやく

することが出来
で き

るものとします。 

    （２）事業所
じぎょうしょ

が第 11 条
だい１１じょう

に定
さだ

める秘密
ひみつ

保持
ほ じ

に違反
いはん

した場合
ばあい

。 

   （３）事業所
じぎょうしょ

が故意
こ い

または過失
かしつ

により著
いち

しい不信
ふしん

行為
こうい

があったとき、その他
ほか

本
ぼん

 

契約
けいやく

を継続
けいぞく

しがたい重 大
じゅうだい

な事情
じじょう

が認
みと

められる場合
ばあい

。 

 

(事業所
じぎょうしょ

からの契約
けいやく

解除
かいじょ

) 

第 14 条 やむを得ない
   え   

事情
じじょう

がある場合
ばあい

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は利用者
りようしゃ

に対して
たい   

契約
けいやく

終 了
しゅうりょう

日
び

の

１ヶ月前
  かげつまえ

までに理由
りゆう

を示
しめ

した書面
しょめん

で通知
つうち

することにより、この契約
けいやく

を解約
かいやく

す

ることができます。この場合
ばあい

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は当該
とうがい

地域
ちいき

の他
た

の計画
けいかく

相談
そうだん

支援事
し え ん じ

業 者
ぎょうしゃ

に関する
かん   

情 報
じょうほう

を利用者
りようしゃ

に提 供
ていきょう

します。 



２． 利用者
りようしゃ

またはその家族
かぞく

等
とう

が事
じ

業 者
ぎょうしゃ

や相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

に対して
たい   

本契約
ほんけいやく

を

継続
けいぞく

し難い
 が た  

ほどの不信
ふしん

行為
こうい

を行った
おこな   

場合
ばあい

、書面
しょめん

で通知
つうち

することにより、直ち
ただ  

にこの契約
けいやく

を解約
かいやく

することができます。 

３．利用者
りようしゃ

等
とう

が暴 力
ぼうりょく

・暴言
ぼうげん

・威嚇
いかく

・性的
せいてき

言動
げんどう

・不当
ふとう

要 求
ようきゅう

等
とう

により職 員
しょくいん

また

は他
た

の利用者
りようしゃ

に対
たい

して 著
いちじる

しい迷
めい

惑
わく

や危
き

険
けん

を及
およ

ぼすおそれがあるとき。 

（１）上記
じょうき

の行為
こうい

が繰
く

り返
かえ

され、改善
かいぜん

の見込
み こ

みがないと判断
はんだん

されるとき。 

（２）サービス提 供
ていきょう

に必要
ひつよう

な信頼
しんらい

関係
かんけい

を維持
い じ

することが困難
こんなん

であるとき。 

（３）その他
た

、事業
じぎょう

運 営 上
うんえいじょう

やむを得
え

ない事由
じゆう

があるとき。 

 

 

（賠 償
ばいしょう

責任
せきにん

） 

第
だい

 15 条
じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

に伴って
ともな  

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の責
せき

に帰す
き  

べき事由
じゆう

により

利用者
りようしゃ

の生命
せいめい

、身体
しんたい

、財産
ざいさん

に損害
そんがい

を及ぼした
およ     

場合
ばあい

には、その損害
そんがい

を賠 償
ばいしょう

し

ます
 

。 

 

（身分証
みぶんしょう

携行
けいこう

義務
ぎ む

） 

第
だい

 16 条
じょう

 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、常に
つね  

身分証
みぶんしょう

を携行
けいこう

し、初回
しょかい

訪問
ほうもん

時
じ

及び
およ  

利用者
りようしゃ

や

利用者
りようしゃ

の家族
かぞく

から提示
ていじ

を求められた時
とき

には、いつでも身分証
みぶんしょう

を提示
ていじ

します。 

 

（相談
そうだん

・苦情
くじょう

対応
たいおう

） 

第
だい

 17 条
じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

からの相談
そうだん

・苦情
くじょう

等
とう

に対する
たい   

窓口
まどぐち

を設置
せっち

し、自ら
みずか 

提 供
ていきょう

したサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

に位置付けられた
い ち づ     

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

に関する
かん   

利用者
りようしゃ

の

要望
ようぼう

・苦情
くじょう

等
とう

に対し
たい  

、迅速
じんそく

かつ適切
てきせつ

に対応
たいおう

します。 

 

（利用者
りようしゃ

等
など

による不当
ふとう

な言動
げんどう

等
とう

への対応
たいおう

） 

第
だい

 18 条
じょう

 利用者
りようしゃ

またはその家族
かぞく

その他
そ の た

関係者
かんけいしゃ

（以下
い か

「利用者
りようしゃ

等
など

」という。）は、職 員
しょくいん

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

に対し
た い

、暴 力
ぼうりょく

・暴言
ぼうげん

・威圧的
いあつてき

言動
げんどう

・侮辱
ぶじょく

・性的
せいてき

言動
げんどう

・不当
ふとう

な要 求
ようきゅう

等
など

、社会
しゃかい

通 念 上
つうねんじょう

許容
きょよう

されない言動
げんどう

を行って
お こ な

はならないものとしま

す。 

２ 事業所
じぎょうしょ

は、前項
ぜんこう

のような言動
げんどう

が確認
かくにん

された場合
ばあい

、事実
じじつ

関係
かんけい

を調査
ちょうさ

し、必要
ひつよう

に応
おう

じて利用者
りようしゃ

等
など

に対
たい

し注意
ちゅうい

・指導
しどう

・改善
かいぜん

の要請
ようせい

を行う
おこな

ことができます。 

３ 利用者
りようしゃ

等
とう

が前項
ぜんこう

の要請
ようせい

に応
おう

じず、または改善
かいぜん

が見られない
み

場合
ばあい

、事業所
じぎょうしょ

は

次
つぎ

の措置
そ ち

を講
こう

ずることができます。 

    （１）面談
めんだん

や電話
でんわ

等
とう

の制限
せいげん

 

    （２）職 員
しょくいん

立会い
た ち あ い

のもとでの対応
たいおう

限定
げんてい

 

    （３）サービス内
ない

容
よう

・方法
ほうほう

の一
いち

時的
じてき

な変更
へんこう

または中止
ちゅうし

 

    （４）サービス利用
りよう

契約
けいやく

の解除
かいじょ

（やむを得
え

ない場合
ばあい

に限
かぎ

る） 

４  上記
じょうき

の措置
そ ち

を講
こう

ずる際
さい

には、事業所
じぎょうしょ

は可能
かのう

な限
かぎ

り利用者
りようしゃ

等
など

に対
たい

し理由
りゆう

を

説明
せつめい

し、必要
ひつよう

に応
おう

じて関係
かんけい

機関
きかん

（他相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

、市町村
しちょうそん

担当課
たんとうか

等
など

）

と連携
れんけい

します。 



５  利用者
りようしゃ

等
とう

の言動
げんどう

が、職 員
しょくいん

や他
た

の利用者
りようしゃ

の安全
あんぜん

を 著
いちじ

しく害
がい

するおそれが

あるときは、事業所
じぎょうしょ

は警察
けいさつ

等
とう

関係
かんけい

機関
きかん

への通報
つうほう

を 行
おこな

うことができます。 

 

 

（安全
あんぜん

なサービス提 供
ていきょう

環 境
かんきょう

の確保
かくほ

） 

第
だい

 19 条
じょう

 事
じ

業
ぎょう

所
しょ

は、利
り

用
よう

者
しゃ

及
お

び 職
しょく

員
いん

双
そう

方
ほう

が安
あん

心
しん

してサービスを受
う

け・提 供
ていきょう

でき

る環 境
かんきょう

を確保
かくほ

するため、ハラスメント防止
ぼうし

に関
かん

する方針
ほうしん

を定
さだ

め、周知
しゅうち

に

努めます
つ と め ま す

。 

２ 利用者
りようしゃ

及
およ

び家族
かぞく

は、職
しょく

員
いん

に対
たい

する不
ふ

当
とう

な言
げん

動
どう

を 慎
つつし

み、相互
そうご

の信頼
しんらい

と尊 重
そんちょう

のもとにサービス提 供
ていきょう

が 行
おこな

われるよう 協 力
きょうりょく

するものとします。 

施設
しせつ

は、次
つぎ

のいずれかに該当
がいとう

する場合
ばあい

には、利用
りよう

契約
けいやく

を解
かい

除
じょ

することがで

きます。 

 

（協議
きょうぎ

事項
じこう

） 

第
だい

 20 条
じょう

 本契約
ほんけいやく

に定められて
さだ      

いない事項
じこう

について問題
もんだい

が生じた
しょう   

場合
ばあい

には、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

その他
  た

関係
かんけい

法令
ほうれい

等
とう

の定める
さだ   

ところに従い
したが 

、利用者
りようしゃ

と

誠意
せいい

をもって協議
きょうぎ

するものとします。 

 

 上記
じょうき

の契約
けいやく

を証する
しょう   

ため、本書
ほんしょ

２通
  つう

を作成
さくせい

し、利用者
りようしゃ

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が署名
しょめい

押印
おういん

の上
うえ

、各
かく

１通
  つう

を保有
ほゆう

するものとします。 

 

 

 

     令和
れ い わ

    年
ねん

    月
がつ

    日
にち

 

 

 

   利
り

 用
よう

 者
しゃ

 

＜住  所
じ ゅ う し ょ

＞                    

 

      ＜氏  名
し め い

＞                 印
いん

  

 

        

立 会 人
た ち あ い に ん

 

＜住  所
じ ゅ う し ょ

＞                    

 

＜氏  名
し め い

＞                 印
いん

  

                   利用者
りようしゃ

との続柄
ぞくがら

（          ） 

 

 事
じ

 業
ぎょう

 者
しゃ

 

＜所
し ょ

在
ざ い

地
ち

＞ 愛媛県
えひめけん

松山市
まつやまし

福
ふく

角
ずみ

町
ちょう

甲
こう

１８２９番地
      ばんち

 

＜事業者名
じぎょうしゃめい

＞  社会福祉法人
しゃかいふくしほうじん

 福角会
ふくずみかい

 

＜代表者名
だいひょうしゃめい

＞ 理事長
りじちょう

 山
やま

 﨑
さき

  隆
たかし

      印
いん

 

 



 

 

 

 

重要
じゅうよう

事項
じ こ う

説明書
せつめいしょ

 
 

 

 

 

 

 

 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 福
ふく

角会
ずみかい

 

福
ふく

角会
ずみかい

指定
し て い

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

 
 

 

 

 



【福
ふく

角会
ずみかい

指定
し て い

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

重要
じゅうよう

事項
じ こ う

説明書
せつめいしょ

】
）

 
 

 あなたに対する
た い   

指定
してい

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
しえん

の提 供
ていきょう

開始
かいし

にあたり、当事
とうじ

業 者
ぎょうしゃ

があなたに説明
せつめい

す

べき重 要
じゅうよう

事項
じこう

は次
つぎ

のとおりです。 

 

１． 事業所
じぎょうしょ

経営
けいえい

法人
ほうじん

の概要
がいよう

 

法人
ほうじん

の名 称
めいしょう

 福
ふく

角会
ずみかい

 

法人
ほうじん

の種別
しゅべつ

 社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

 

法人
ほうじん

の所在地
しょざいち

 愛媛県
えひめけん

松山市
まつやまし

福
ふく

角
ずみ

町
ちょう

甲
こう

１８２９番地
      ばんち

 

電話番号
でんわばんごう

 ０８９－９７８－５８５５ 

代 表 者
だいひょうしゃ

氏名
しめい

 理事長
りじちょう

 山
やま

﨑
さき

 隆
たかし

 

 

 

２． 事業所
じぎょうしょ

の概要
がいよう

 

 （１）指定
してい

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の指定
してい

番号
ばんごう

及び
およ  

サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

対 象
たいしょう

 

事業所
じぎょうしょ

の名 称
めいしょう

 福
ふく

角会
ずみかい

指定
してい

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

 

事業所
じぎょうしょ

の所在地
しょざいち

 愛媛県
えひめけん

松山市
まつやまし

内宮町
うちみやちょう

２００７番地
２ ０ ０ ７ ば ん ち

５ 

電話番号
でんわばんごう

 
（事 業 所

じ ぎ ょ う し ょ

）０８９－９７８－７７７８ 

（携帯
けいたい

電話
で ん わ

）０９０－７６２７－１６４８ 

F A X
ふぁっくす

・メール
め ー る

 
F
ふぁ

A
っ

X
くす

 ：０８９－９７８－７７７６ 

メール
め ー る

：chiiki-shien@theia.ocn.ne.jp 

指定
してい

番号
ばんごう

 ３８３０１０００５７（平成
へいせい

２４年
ねん

４月
がつ

１日
  にち

指定
してい

） 

管理者
かんりしゃ

氏名
しめい

 宇都宮
うつのみや

 浩人
ひろひと

 

主
しゅ

たる対 象 者
たいしょうしゃ

 知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

（児
じ

） 

通 常
つうじょう

の実施
じっし

地域
ちいき

 松山市
まつやまし

（島
とう

しょ部
ぶ

を除
のぞ

く） 

※他
た

市町
しちょう

出 身
しゅっしん

の者
もの

で上記
じょうき

地域
ちいき

に居 住
きょじゅう

する者
もの

について 

も事業
じぎょう

の対 象
たいしょう

とする。 

事業所
じぎょうしょ

の目的
もくてき

 指定
し て い

特定
とくてい

・指定
し て い

一般
いっぱん

及び
お よ び

指定
し て い

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

の適正
てきせい

な 

運営
うんえい

を確保
か く ほ

するために人員
じんいん

及び
お よ び

運営
うんえい

管理
か ん り

に関する
か ん す る

事
こと

を定
さだむ

 

め、事業
じぎょう

等
とう

の円滑
えんかつ

な運営
うんえい

管理
か ん り

を図る
は か る

とともに、指定
し て い

計画相
けいかくそう

 

談
だん

支援
し え ん

、指定
し て い

地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

及び
お よ び

指定
し て い

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

を利用
り よ う

 

する障
しょう

がい者
しゃ

又
また

は障
しょう

がい児
じ

の保護者
ほ ご し ゃ

に対し
た い し

、適切
てきせつ

な 

相談及
そうだんきゅう

び援助
えんじょ

を行う
おこなう

ことを目的
もくてき

とする。 

運営
うんえい

方針
ほうしん

 利用者
りようしゃ

がその有する
ゆ う す る

能力
のうりょく

及び
お よ び

適正
てきせい

に応じ
お う じ

、自立
じ り つ

した 

日常生
にちじょうしょう

活
かつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営む
いとなむ

ことができるよう保険
ほ け ん

、

医療
いりょう

、福祉
ふ く し

就労
しゅうろう

支援
し え ん

、教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

との緊密
きんみつ

な連携
れんけい

を

図りつつ
は か り つ つ

、指定
し て い

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

、指定
し て い

地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

及び
お よ び

指定障
していしょう

がい児相
じ そ う

談
だん

支援
し え ん

を当該
とうがい

利用者
りようしゃ

等
とう

の意向
い こ う

、適性
てきせい

、障害
しょうがい

の特性
とくせい



その他
そ の た

の事情
じじょう

に応じ
お う じ

適切
てきせつ

かつ効果的
こうかてき

に行う
おこなう

ものとする。 

第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

の 実施
じ っ し

状 況
じょうきょう

 

実施
じ っ し

の有無
う む

 ： 無
なし

 

 

自己
じ こ

評価
ひょうか

 実施
じ っ し

の有無
う む

 ： 無
なし

 

 

 （２）同事業所
どうじぎょうしょ

の職 員
しょくいん

体制
たいせい

 

管理者
かんりしゃ

 １名
めい

「常勤
じょうきん

兼務
け ん む

」 

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

 １名
めい

以上
いじょう

「常 勤
じょうきん

専任
せんにん

１名
めい

以上
いじょう

」 

 

 （３）営 業
えいぎょう

日
び

及び
およ  

営 業
えいぎょう

時間
じかん

 

   ①営 業
えいぎょう

日
び

   月曜日
げつようび

から金曜日
きんようび

（但し
ただ  

、祝 祭 日
しゅくさいじつ

及び
およ  

年末
ねんまつ

年始
ねんし

を除く
のぞ  

） 

   ②営 業
えいぎょう

時間
じかん

  午前
ごぜん

８時
 じ

３０分
   ふん

から午後
ご ご

５時
 じ

３０分
   ふん

（サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

時間
じかん

も同様
どうよう

） 

           上記
じょうき

の他
ほか

、電話
でんわ

等
とう

により２４時間
   じかん

常時
じょうじ

連絡
れんらく

可能
かのう

な体制
たいせい

をとりま

す。 

３．当事業所
とうじぎょうしょ

が提 供
ていきょう

するサービス
さ ー び す

と利用料金
りようりょうきん

 

（１） サービス
さ ー び す

内容
ないよう

（契約書
けいやくしょ

第３
だい  

条 ～
じょうから

第５条
だい じょう

参 照
さんしょう

） 

①サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

作成
さくせい

の支援
しえん

 

利用者
りようしゃ

のご家庭
ご か て い

を訪問
ほうもん

して、利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

状 況
じょうきょう

、その置
お

かれている環境
かんきょう

等
とう

を把握
は あ く

し

た上
うえ

で、適切
てきせつ

な保健
ほ け ん

、医療
いりょう

、福祉
ふ く し

、就労
しゅうろう

支援
し え ん

、教育
きょういく

等
とう

のサービス
さ ー び す

（以下
い か

、「福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
とう

」という。）が、総合的
そうごうてき

かつ効率的
こうりつてき

に提供
ていきょう

されるように配慮
はいりょ

して、サービス利用
り よ う

等
とう

計画
けいかく

を作成
さくせい

します。 

＜サービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

の流れ
な が れ

＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

①相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

は、利用者
りようしゃ

の居宅
きょたく

を訪問
ほうもん

し、利用者
りようしゃ

及び
およ  

家族
か ぞ く

等
とう

に面接
めんせつ

して、利用者
りようしゃ

及び
およ  

家族
か ぞ く

の置かれて
お    

いる状 況
じょうきょう

、利用者
りようしゃ

の希望
き ぼ う

する生活
せいかつ

、解決
かいけつ

すべき課題
か だ い

等
とう

を把握
は あ く

します。 

②利用者
りようしゃ

及び
お  

その家族
か ぞ く

の置かれた
お    

状 況
じょうきょう

等
とう

を考慮
こうりょ

して、利用者
りようしゃ

及び
およ  

その家族
か ぞ く

の生活
せいかつ

に対する
たい    

意向
い こ う

、総合的
そうごうてき

な援助
えんじょ

の方針
ほうしん

、生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

の解決
かいけつ

すべき課題
か だ い

、提供
ていきょう

される福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
とう

の目標
もくひょう

及び
およ  

その達成
たっせい

時期
じ き

、福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
とう

の種類
しゅるい

、内容
ないよう

、量
りょう

、福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
とう

を提供
ていきょう

する上
うえ

での留意
りゅうい

事項
じ こ う

等
とう

を記載
き さ い

したサービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の原案
げんあん

を作成
さくせい

します。 

③市町
しちょう

の支給
しきゅう

決定後
けっていご

、サービス
さ ー び す

担当者
たんとうしゃ

会議
か い ぎ

を開催
かいさい

し、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の原案
げんあん

内容
ないよう

について

意見
い け ん

を聴取
ちょうしゅ

します。相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

はこの聴取
ちょうしゅ

した意見
い け ん

に基
もと

づいてサービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

を

作成
さくせい

し、内容
ないよう

について利用者
りようしゃ

及
およ

びその家族
か ぞ く

に説明
せつめい

して利用者
りようしゃ

の同意
ど う い

を受けます。サービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

を利用者
りようしゃ

及
およ

び利用
り よ う

サービス事
さ ー び す じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

の担当者
たんとうしゃ

に交
こう

付
ふ

すると共
とも

に、当該
とうがい

市町
しちょう

へ写
うつ

しを

提
てい

出
しゅつ

します。 



②サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

作成後
さくせいご

の便宜
べんぎ

の供与
きょうよ

 

１）訪問
ほうもん

等
とう

により、利用者
りようしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

等
とう

と継続的
けいぞくてき

に連絡
れんらく

を取り
と  

、経過
けいか

の把握
はあく

に

努めます
つと     

。 

２）サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の目 標
もくひょう

に沿って
そ   

、サービス
さ ー び す

が提 供
ていきょう

される福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の事業
じぎょう

者
しゃ

等
とう

との連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

を行います
おこな    

。 

３）利用者
りようしゃ

の 状 態
じょうたい

について定期的
ていきてき

に再評価
さいひょうか

を行い
おこな 

、 状 態
じょうたい

の変化
へんか

等
とう

に応じて
お う   

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

変更
へんこう

の支援
しえん

、障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

変更
へんこう

申請
しんせい

の支援
しえん

等
とう

の必要
ひつよう

な

対応
たいおう

を行います
おこな    

。 

 

③サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の変更
へんこう

 

利用者
りようしゃ

がサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の変更
へんこう

を希望
きぼう

した場合
ばあい

、または事
じ

業 者
ぎょうしゃ

がサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の変更
へんこう

が必要
ひつよう

と判断
はんだん

した場合
ばあい

は、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

と利用者
りようしゃ

双方
そうほう

の合意
ごうい

に基
もと

づ

き、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

を変更
へんこう

します。 

 

 

（２） 利用
りよう

料 金
りょうきん

（契約書
けいやくしょ

第 8 条
だい じょう

参照
さんしょう

） 

①サービス
さ ー び す

利用料
りようりょう

 

法定
ほうてい

代理
だいり

受 領
じゅりょう

により当事
とうじ

業 者
ぎょうしゃ

の指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

に対し
たい  

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

作
さく

成
せい

費
ひ

が支払われる
しはら     

場合
ばあい

は、利用料
りようりょう

の通知
つうち

はしますが自己
じ こ

負担
ふたん

はあ

りません。 

利用者
りようしゃ

の希望
きぼう

により法定
ほうてい

代理
だいり

受 領
じゅりょう

を行わない
おこな     

指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

を提 供
ていきょう

した際
さい

は、利用者
りようしゃ

より厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が定める
さ だ   

基準
きじゅん

額
がく

をいただきます。 

その場合
ばあい

は提 供
ていきょう

した指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

等
など

の内容
ないよう

、費用
ひよう

の額
がく

その他
た

必要
ひつよう

と

認
みと

められる事項
じこう

を記載
きさい

したサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

証 明 書
しょうめいしょ

を利用者
りようしゃ

に対
たい

して交付
こうふ

しま

す。 

②実費
じっぴ

負担
ふたん

額
がく

 

通 常
つうじょう

の事業
じぎょう

の実施
じっし

地域
ちいき

以外
いがい

の地域
ちいき

において指定
してい

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
しえん

を行う
おこな 

場合
ばあい

は、片道
かたみち

１ k m
きろめーとる

毎
ごと

に、５０円
えん

の交通費
こうつうひ

をご負担
ふたん

いただきます。 

サービス
さ ー び す

実施
じっし

記録
きろく

等
とう

の複写物
ふくしゃぶつ

の交付
こうふ

を希望
きぼう

される場合
ばあい

は、実費
じっぴ

相当
そうとう

額
がく

を

ご負担
 ふ た ん

いただきます。 

③お支払い
 し は ら  

方法
ほうほう

 

 前記
ぜんき

①及び
およ  

②の料 金
りょうきん

・費用
ひよう

は、１ヶ月
  かげつ

ごとご請求
 せいきゅう

させていただきますので、

口座
こうざ

振替
ふりかえ

でお支払い下さい。 

 引
ひ

き落
お

とし日
び

は、翌々
よくよく

月
つき

の 10日
か

にさせていただきます。（10日
か

が土曜
どよう

・日曜
にちよう

・

祝 祭 日
しゅくさいじつ

の場合
ばあい

は翌日
よくじつ

の平日
へいじつ

にお引
ひ

き落
お

としいたします。） 

 口座
こうざ

引
ひ

き落
お

としは伊予
い よ

銀行
ぎんこう

または愛媛
えひめ

銀行
ぎんこう

の本店
ほんてん

並
なら

びに各支店
かくしてん

に限
かぎ

ります。 

 

 

 



４．サービス
さ ー び す

の利用
りよう

に関する
かん   

留意
りゅうい

事項
じこう

 

（１）サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

を行う
おこな 

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

（契約書
けいやくしょ

第６条
だい じょう

参 照
さんしょう

） 

サービス
さ ー び す

提供時
ていきょうじ

に、担当
たんとう

の相談
そうだん

支援員
しえんいん

を決定
けってい

します。必要
ひつよう

に応
おう

じ、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

を交
こう

替
たい

させることができます。但し
ただ  

、その場合
ばあい

には、利用者
りようしゃ

に対して
たい   

サービス
さ ー び す

利用上
りようじょう

の不利益
ふ り え き

が生じない
しょう    

よう十 分
じゅうぶん

に配慮
はいりょ

します。 

 

５．利用者
りようしゃ

の記録
きろく

や情 報
じょうほう

の管理
かんり

、開示
かいじ

について（契約書
けいやくしょ

第７条
だい じょう

参 照
さんしょう

） 

当事業所
とうじぎょうしょ

では、関係
かんけい

法令
ほうれい

に基づいて
もと      

、利用者
りようしゃ

の記録
きろく

や情 報
じょうほう

を適切
てきせつ

に管理
かんり

し、

利用者
りようしゃ

の求め
もと  

に応じて
おう    

その内容
ないよう

を開示
かいじ

します。開示
かいじ

に際して
さい   

必要
ひつよう

な複写物
ふくしゃぶつ

の交付
こうふ

等
など

の諸費用
しょひよう

は利用者
りようしゃ

の負担
ふたん

となります。保存
ほぞん

期間
きかん

は当該
とうがい

指定
してい

相談
そうだん

支援
しえん

を提 供
ていきょう

した日
ひ

か

ら５年間
  ねんかん

保管
ほかん

します。 

 

６．サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

における事故
じ こ

発生
はっせい

等
とう

の緊急時
きんきゅうじ

の対応
たいおう

について（契約書
けいやくしょ

第９条
だい じょう

参 照
さんしょう

） 

当事業所
とうじぎょうしょ

では、利用者
りようしゃ

に対する
たい   

指定
してい

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
しえん

の提 供
ていきょう

により事故
じ こ

が発生
はっせい

した

場合
ばあい

は、愛媛県
えひめけん

及び
およ  

支給
しきゅう

決定
けってい

をした市町
しちょう

及
およ

び当該
とうがい

利用者
りようしゃ

の家族
かぞく

等
とう

に連絡
れんらく

を行う
おこな 

とと

もに、必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講じ
こう  

ます。 

 

７．サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

における虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

について（契約書
けいやくしょ

第 10条
だい じょう

参 照
さんしょう

） 

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

の人権
じんけん

の擁護
ようご

・虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

等
とう

のために、「障害者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

、 

障害者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対する
た い す る

支援
しえん

等
とう

に関する
か ん す る

法律
ほうりつ

（平成
へいせい

23
２３

 年
ねん

法律
ほうりつ

第 79
だい７９

 号
ごう

）」を遵守
じゅんしゅ

す

るとともに、次
つぎ

の措置
そ ち

を講
こう

ずるものとする。 

（１） 虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

に関する
か ん す る

責任者
せきにんしゃ

の選定
せんてい

及び
お よ び

設置
せ っ ち

 

（２） 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

支援
し え ん

 

（３） 苦情
くじょう

解決
かいけつ

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

（４） 従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に対する
た い す る

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

を啓発
けいはつ

・普及
ふきゅう

するための周知
しゅうち

、研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

 

（５） 虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

に関する
か ん す る

委員会
いいんかい

は権利
け ん り

擁護
よ う ご

委員会をこれにあてる。 

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

に関
かん

する窓口
まどぐち

 

担当者
たんとうしゃ

 氏
し

   名
めい

 住
じゅう

  所
しょ

 電話番号
でんわばんごう

 

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

責任者
せきにんしゃ

 松本
まつもと

 潤
じゅん

 松山市
ま つ やま し

内宮町
うちみやちょう

2007
２００７

番地
ば ん ち

５ 089-978-7778 

 

 行政
ぎょうせい

等
とう

の受付
うけつけ

機関
き か ん

 

機関名 住
じゅう

  所
しょ

 電話番号
でんわばんごう

 

愛媛県
えひめけん

障
しょう

がい者
しゃ

権利
け ん り

擁護
よ う ご

センター 

（愛媛県
えひめけん

障
しょう

がい福祉課内
ふ く し か な い

） 
松山市
ま つ やま し

一番
いちばん

町
ちょう

4-4-2 089-933-1577 

松山市
まつやまし

障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

センター 

（松山市
まつやまし

障
しょう

がい福祉課内
ふ く し か な い

） 
松山市
ま つ やま し

二番
に ば ん

長
ちょう

4-7-2 089-948-6849 

松山市
まつやまし

福祉
ふ く し

推進部
すいしんぶ

指導
し ど う

監査課
か ん さ か

 松山市
ま つ やま し

二番
に ば ん

長
ちょう

4-7-2 089-948-6079 

 

 

 



 

 

８．サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

における個人
こじん

情 報
じょうほう

等
とう

の取り扱い
と  あつか 

について（契約書
けいやくしょ

第 11条
だい じょう

参 照
さんしょう

） 

当
とう

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

及び
およ  

当
とう

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の使用
しよう

する者
もの

は、サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

する

上
うえ

で知り得た
し  え  

利用者
りようしゃ

及び
およ  

その家族
かぞく

に関する
かん   

秘密
ひみつ

を 正当
せいとう

な理由
りゆう

なく 第三者
だいさんしゃ

に

漏らしません
も     

。この守秘
しゅひ

義務
ぎ む

は契約
けいやく

終 了 後
しゅうりょうご

も同様
どうよう

です。 

また、利用者
りようしゃ

に係る
かかわ 

サービス
さ ー び す

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

での利用
りよう

など正当
せいとう

な理由
りゆう

がある場合
ばあい

には、

その情 報
じょうほう

が用いられる
もち      

者
もの

の同意
どうい

を書面
しょめん

により得た
  え  

上
うえ

で、利用者
りようしゃ

またはその家族
かぞく

等
とう

の

個人
こじん

情 報
じょうほう

を用いる
もち    

ことができるもの
 

とします。 

当
とう

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

であった者
もの

に、業 務 上
ぎょうむじょう

知り得た
し  え  

利用者
りようしゃ

及び
およ  

その

家族
かぞく

の秘密
ひみつ

を保持
ほ じ

するため、従事者
じゅうじしゃ

でなくなった後
あと

においてもこれらの秘密
ひみつ

を保持
ほ じ

す

るべき旨
むね

を 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

との雇用
こよう

契約
けいやく

の内容
ないよう

に含む
ふく  

ものとします。 

 

９．サービス
さ ー び す

内容
ないよう

に関する
かん   

苦情
くじょう

 

 苦情
くじょう

受付
うけつけ

窓口
まどぐち

 

当事業所
とうじぎょうじょ

の相談
そうだん

支援
しえん

に関する
かん    

ご相談
  そうだん

・苦情
くじょう

及び
およ  

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計画
けいかく

に基づいて
もと     

提 供
ていきょう

している各サービス
か く さ ー び す

についてのご相談
  そうだん

・苦情
くじょう

を承ります
うけたまわ  

。 

担当者
たんとうしゃ

 職名
しょくめい

・役
やく

職名
しょくめい

 氏
し

  名
めい

 住
じゅう

  所
しょ

 電話番号
でんわばんごう

 

受付
うけつけ

担当者
たんとうしゃ

 相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

 松本
まつもと

 潤
じゅん

 松山市
ま つ やま し

内宮町
うちみやちょう

2007
２００７

番地
ば ん ち

５ 089-978-7778 

第三者
だいさんしゃ

委員
い い ん

 

福
ふく

角会
ずみかい

監事
か ん じ

 川中
かわなか

 国和
くにかず

 松山市
ま つ やま し

北条
ほうじょう

辻
つじ

637-11 089-993-3104 

福
ふく

角会
ずみかい

評議員
ひょうぎいん

 

選任
せんにん

・解任
かいにん

委員
い い ん

 
萬
よろず

 喜
き

志男
し お

 松山市
ま つ やま し

福角町甲
こう

633―1 089-979-0805 

解決
かいけつ

責任者
せきにんしゃ

 管理者
かんりしゃ

 宇都宮
う つ の み や

浩人
ひろひと

 松山市
ま つ やま し

内宮町
うちみやちょう

2007
２００７

番地
ば ん ち

５ 089-978-7778 

 

  当事
とうじ

業 者
ぎょうしゃ

以外
いがい

に、各
かく

市町
しちょう

の相談
そうだん

・苦情
くじょう

窓口
まどぐち

等
とう

に苦情
くじょう

を伝える
つた   

ことができます
 

。 

機関名
きかんめい

 住
じゅう

  所
しょ

 電話番号
でんわばんごう

 

愛媛県
えひめけん

 保健
ほ け ん

福祉部
ふ く し ぶ

障害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

 松山市一番町 4-4-2 089-912-2420 

松山市
まつやまし

 
福
ふく

祉
し

推
すい

進
しん

部
ぶ

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

 松山市二番町 4-7-2 089-948-6719 

福祉
ふ く し

推進部
すいしんぶ

指導
し ど う

監査課
か ん さ か

 松山市二番町 4-7-2 089-948-6079 

愛媛県
えひめけん

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

 
運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

 松山市持田町 3-8-15 089-998-3477 

 

 

10．カスタマ－ハラスメントへの対応
たいおう

について（契約書
けいやくしょ

第
だい

13条
じょう

参 照
さんしょう

） 

   当事業所
とうじぎょうしょ

では、利用者
りようしゃ

およびご家族
かぞく

等
など

からの暴言
ぼうげん

・暴 力
ぼうりょく

・威圧的
いあつてき

言動
げんどう

・不当
ふとう

な

要 求
ようきゅう

等
とう

の「カスタマーハラスメント」に対
たい

しては、職 員
しょくいん

の安全
あんぜん

確保
かくほ

と適正
てきせい

なサー

ビス提 供
ていきょう

のために、状 況
じょうきょう

に応
おう

じて対応
たいおう

・是正
ぜせい

のお願
ねが

いをさせていただく場合
ばあい

がご

ざいます。 

改善
かいぜん

が見
み

られない場合
ばあい

には、やむを得
え

ずサービスの一時
いちじ

停止
ていし

・契約
けいやく

解除
かいじょ

を 行
おこな

う場合
ばあい

がありますので、あらかじめご 了 承
りょうしょう

ください。 



 

 

11. 衛生
えいせい

管理
か ん り

等
とう

、感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

について  

感染症
かんせんしょう

及び
お よ び

食中毒
しょくちゅうどく

の予防
よ ぼ う

又
また

はまん延
ま ん え ん

防止
ぼ う し

の対策
たいさく

のため、以下
い か

の措置
そ ち

を講じます
こ う じ ま す

。 

①感染症
かんせんしょう

及び
お よ び

食中毒
しょくちゅうどく

の予防
よ ぼ う

及び
お よ び

まん延
ま ん え ん

の防止
ぼ う し

のための対策
たいさく

を検討
けんとう

する委員会
いいんかい

を定
てい

 

期的
き て き

に開催
かいさい

して、従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に周知
しゅうち

徹底
てってい

を図ります
は か り ま す

。 

②感染症
かんせんしょう

及び
お よ び

食中毒
しょくちゅうどく

の予防
よ ぼ う

及び
お よ び

まん延
ま ん え ん

の防止
ぼ う し

のための指針
し し ん

を整備
せ い び

します。 

③従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に対し
た い し

、感染症
かんせんしょう

及び
お よ び

食中毒
しょくちゅうどく

の予防
よ ぼ う

及び
お よ び

まん延
ま ん え ん

の防止
ぼ う し

のための研修
けんしゅう

並び
な ら び

 

に感
かん

染症
せんしょう

の予防
よ ぼ う

及び
お よ び

まん延
ま ん え ん

の防止
ぼ う し

のための訓練
くんれん

を定期的
ていきてき

に実施
じ っ し

します。 

 

12. 業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

の策定
さくてい

について 

感染症
かんせんしょう

や非常
ひじょう

災害
さいがい

の発生
はっせい

時
じ

において、利用者
りようしゃ

に対する
た い す る

サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

を継続的
けいぞくてき

に実施
じ っ し

するため業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

を策定
さくてい

して以下
い か

の措置
そ ち

を講じます
こ う じ ま す

。 

①従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に対し
た い し

、業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

について周知
しゅうち

し必要
ひつよう

な研修
けんしゅう

及び
お よ び

訓練
くんれん

を定期的
ていきてき

に 

実施
じ っ し

します。 

②定期的
ていきてき

に業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

の見直し
み な お し

を行い
おこない

、必要
ひつよう

に応じて
お う じ て

業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

の変更
へんこう

を

行います
お こ な い ま す

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

令和
れ い わ

   年
ねん

   月
がつ

   日
ひ

 

 

 福
ふく

角会
ずみかい

指定
してい

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

に関
かん

するサービスの提供
ていきょう

及
およ

び利用
り よ う

の開始
か い し

に際
さい

し、本書面
ほんしょめん

に基
もと

づき重要
じゅうよう

事項
じ こ う

の説明
せつめい

を行
おこな

いました。 

 

 

 事
じ

 業
ぎょう

 所
しょ

 名
めい

   福角会指定相談支援事業所
ふくずみかいしていそうだんしえんじぎょうしょ

  

           

説明者
せつめいしゃ

職名
しょくめい

               氏  名
し め い

             印
いん

  

 

 

 私
わたくし

は、本書面
ほんしょめん

に基
もと

づいて事業所
じぎょうしょ

から重要
じゅうよう

事項
じ こ う

の説明
せつめい

を受
う

け、指定
してい

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

に関
かん

するサービスの提供
ていきょう

及
およ

び利用
り よ う

の開始
か い し

に同意
ど う い

しました。 

 

利
り

 用
よう

 者
しゃ

 

          ＜住  所
じ ゅ う し ょ

＞                    

 

        ＜氏  名
し め い

＞                 印
いん

  

 

       立
たち

 会
あい

 人
にん

 

＜住  所
じ ゅ う し ょ

＞                    

 

＜氏  名
し め い

＞                 印
いん

  

                    利用者
りようしゃ

との続柄
ぞくがら

（          ） 


